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	「新型コロナウィルス」と
　　　　　　　　　　　　　　　カミュの「ペスト」


世界で新型コロナウィルスが猛威を振るっていますが、賢明なる会員の皆様は元気にお過ごしのことと思います。
コロナ禍の中、感染症つながりでカミュの小説「ペスト」を読んでみました。
この小説は一九四〇年代にアルジェリアにあった仏植民地の県庁所在地「オラン」という市でおこった「奇異な事件」として描かれています。
カミュが生まれたのが仏植民地時代のアルジェリアであったことから、この地が小説の舞台として選ばれたものと思われます。
本編は医師リウーの見聞きした事柄を軸に展開していきます。ネズミの大量死に始まり、市民の死が目立つようになり、医師によって「ペスト」と断定されます。市は封鎖され、その中に閉じ込められた医師、よそ者、下級役人、犯罪者、神父、新聞記者など、様々な市民の生活が描かれています。
新型コロナウィルスが流行っている現在の日本と共通するような描写もいくつかあります。
市の封鎖の初めの頃は「各紙も報知通信社も、疫病に関する統計の公式の通知は受けていなかった。知事はそれを日ごと日ごとに通信社に通達し、それを毎週報道するよう依頼した」。
そして死者が増えてくると、今度は「ラジオがもう週に何百という死者数ではなく、日に九十二名、百七名、百二十名というような死者を報じるようになった」「新聞と当局とは、ペストに対してこのうえもなく巧妙に立ちまわっている。彼らは、百三十は九百十に比べて大きな数ではない」と、少なく感ずるような数値を取り上げていきます。
「重症者が少ないから大丈夫」と似たニオイを感じます。
日本感染症学会理事長が学術講演会で「『第二波』のまっただ中にいる」述べているにも関わらず、「第二波」であることを政府が認めないのも何かの意図があるのだろう。
最後に「ペスト」より次の言葉を紹介します。「りっぱな人間、つまりほとんど誰にも病毒を感染させない人間とは、できるだけ気をゆるめない人間のことだ」。
（大久保）
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　九月二九日、秋の「大人の遠足」として、いちょう会会員十一名で海老名市の相模国分寺跡等を散策しました。コロナの感染を避けるため、全員がマスクを着用し、適当な間隔をとりながらの散策となりました。
　海老名駅近くの「海老名中央公園」には三分の一の高さで再現された「七重の塔」がありましたが、それでも隣の商業ビルと肩を並べる高さがありました。
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　参加者からは
　澤木紀一郎さん
「当日は、暑くもなく、寒くもなく、絶好の遠足日和。天平時代に建てられた相模国分寺跡、同尼寺跡を訪ね、往時を偲ぶ。
　それに対して海老名駅周辺は、大規模に再開発され、タワーマンションが数棟並んだり、昭和５０年代、綾瀬市に住んでいた頃との大きな変わりように、戸惑いを感じた一日でありました」
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　内海義幸さん
「今回の企画に参加し、歴史に疎い私も感激でした。相模の中心、海老名に建立された国分寺と高さ６５ｍもの七重の塔跡地などを見学し、改めて神奈川の地も重視される国だったことを認識でき、今回参加しなければ知らずじまいでした。感謝、感謝です」
鈴木新委員長を選出
　　　自治労県職労大会
　　　　　　　　九月二日
自治労神奈川県職員労働組合の定期大会が開催され、これまで委員長を務めてきた米倉さんに代わって、鈴木則之さんが委員長に選出されました。
主な役員
委員長　　　鈴木則之
副委員長　　米倉尚人
事務局長　　保坂由文
執行委員　　鈴木武秀
執行委員　　梅田和雄

鈴木則之新委員長より
「今回、中央執行委員長に就任しました、神奈川障害者職業能力開発校の鈴木です。
就任に際して一言、ご挨拶をさせていただきます。
現在、組合に入らない方が増えています。私は常々組合とは「自分たちを守り、助け合う団体」と解釈しています。これからの時代に合った組合を目指し、「入らない」を選ぶのではなく、少なくともどちらかの組合に入る選択をしていただけるような活動をしていきたいと思っております。
今後とも、ご指導ご鞭撻のほどお願い申し上げます。」
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【映画から社会を見る⑬】
ジェンダー平等のための
制度づくりを
　男女平等に関する先進国の映画を探してみた。「未来を花束にして」（二〇一七年日本公開）があった。
　約百年前のロンドンを舞台にした女性参政権の実現を目指す女性たちの闘いを描く実話ベースの作品である。
　主役のモード・ワッツは洗濯工場で働き、同じ工場で働く男性と結婚し幼い息子がいる。ある日、
女性参政権運動に参加している同僚の代わりに公聴会に出席する。働く現場の報告を求められた彼女は、改めて男性よりも賃金が低く労働時間も３時間長い現実を認識し運動に参加する。夫は猛反対し一人家を追い出されてしまう。母親の親権は認められていない。世間からもそしられながら『私は夢を持つ』との意志で活動を続ける。
　一九二五年母親の親権が認められ、二八年女性参政権を認める普通選挙が実施される。
　では、日本はどうだったのか。戦後一九四六年女性参政権が認められ、三九人の女性衆議院議員が誕生した。しかし、現在も四七人で大した変化はない。閣僚も僅か二人である。メイ首相を生み出した英国とは大違いだ。「候補者女性均等法」ができても努力義務のレベルだ。個人が国連に訴えを起こせる「選択議定書」も日本は批准していない。このため、中部電力で賃金差別を訴えた女性が最高裁で敗訴し国連に訴えたいができないのだ。男女個人の自覚と自己主張、野党の奮起を切に望む。
　　（緑川芳樹）
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　　いちょう歌壇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滝沢　章

深海に溜まる不気味な二酸化炭素溶け出る危機にツバルを想ふ
高官のコネクトの宿明るみに壁もこころも鍵掛けずして
会報の末尾につづく物故者に脈飛ぶごとき組織おもひぬ
私書箱の eq \o\ad(\s\up 11(しひやくごじゆう),四百五拾)の鍵穴にわれの知らざる日常あらん
改札のたびに両手を消毒す卯月の監査アルウエッティ
マスク取るゲバラの如き男の子見ゆ巣籠りの裡ぽつりぽつりと　　
届かざる給付の eq \o\ad(\s\up 11(わけ),理由)の虚しかりやまびこのごと目詰り言ふは 　　
距離保ち「銀杏ニュース」を封入す鎮もる地下に換気無きまま 
たらればにあれど触れにし〈退陣〉が潮時なりけむ今に思えば　
夕つ方ねぐらの稲子見とどけば片脚無きぞこころ痛みぬ
私たちは今
会員のお便り
　「私の生活」
　　　　　谷口照子（横浜市）
　退職後、地区活動に専念し乍ら、趣味を通し旅行に出掛けたりしており何時の間にか九四才の年を迎えてしまいました。
　現在は脊椎症の手術を受け介護保険のお世話をいただき、週二回のデイケアーで参加者同志と楽しく運動、会話等でボケ防止をし乍ら、家では編物をし乍ら楽しく余生を送っております。
　「完成した八ッ場ダムを見学したい」
　　　　　茨木嘉道（横浜市）

　紆余曲折はありましたが、群馬県長野原町の八ッ場ダムが竣工し、二〇二〇年（令和二年）四月一日から運用開始されました。
　ＮＨＫＴＶの「有吉のお金発見―突撃カネオ君」でも完成後の姿が紹介されていました。
　今年も豪雨で国内各地で大きな被害が出ました。治山治水は国内政治の要です。

　もう少し涼しくなってから完成した八ッ場ダムを見に行きたいと思っています。
　「私の毎日」
　　　　　高梨芳子（伊勢原市）

　最近は、月・金曜日はデイサービスに行き、中川温泉のお湯を運んで来ていますので昼間から温泉に入っています。
簡単なテストや体操をしたり、気分転換になります。
　少しづつ元気を取り戻しています。　　
　「私のスマホ」
　　　　　海上龍晃（逗子市）
　独居老人必須アイテムが故障した。電話手紙ラジオ万歩計スケジュール時刻表さらに故障したインタホンの代役もこなす働き者。機種は同じでも四年で使い勝手は格段に良く、住所録はワンタッチで地図とナビまでわかる。ＱＲコードは日本人の発明である。スマホをかざすだけで支払いからホームページのアクセスまで可。凄い発明だ。
　「私たちは今」（近況報告）の原稿を募集します。
・目的　近況報告を通じて会員相互の交流促進を図ります

・題名　短く・簡単に
・氏名　明記します

・字数　一五〇～二〇〇字
・締切　随時
・注意　誹謗中傷等は掲載不可
・送付先
　　東京都大田区西六郷
　　　四～六～二四～五〇九
　　　　　　　　大久保光夫
　次回の「大人の遠足」は
　　　　「泉岳寺周辺を歩く」
　十一月二四日（火）
　　　午後一時三〇分
　JR山手線新駅
　　「高輪ゲートウェイ」
　　　改札口集合
　詳しくは同封のチラシをご覧ください。
　
　　訃報
　　ご冥福をお祈りいたします

　　　　青山進さん
　　　　神田基一郎さん
　　　　鈴木繁夫さん
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　　　[image: image6.jpg]



『銀杏』原稿募集中

　「近況」「旅行」「短歌」「川柳」「小説」等を「銀杏」紙面の一～四ページ程度にまとめてお送りください。原稿をメールでお送りいただけると助かります。
・メールのアドレスはいちょう会ニュースの表題部にあります。

・郵送の宛先も表題部を参照してください。

・原稿締切は十二月十五日

    　　　天　平　の　香　り


　　　　　　　　　　　　相模国分寺跡を訪ねる








